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あのの記憶 (きおく)から
監事 (かんじ)　馬 (うま)垣 (がき)　安芳 (やすよし)
29年 (ねん)経って (た　　)も衝撃 (しょうげき)。午前 (ごぜん)５時 (　じ)46 (　)分 (ふん)、目 (め)の前 (まえ)の車 (くるま)が飛びあが (と　　　)った（実際 (じっさい)はいたか？）。「ワァ～」ひっくり返 (かえ)る。「何 (なん)なんだ！」と四つん這い (よ　　ば　)になって地面 (じめん)に這い (は　)つくばったまま唸り (うな　　)、波打つ (なみう　)地面 (じめん)。多分 (たぶん)数十秒 (すうじゅうびょう)…？ 何 (なに)がった！？ そしてを見渡 (みわた)した。小さな (ちい　　　)漁港 (ぎょこう)の入り口 (い　ぐち)、淡路 (あわじ)沼 (ぬ)島 (しま)の磯 (いそ)の釣り場 (つ　ば)の渡船 (とせん)乗り場 (の　ば)土生 (はぶ)漁港 (ぎょこう)。
　大きく (おお　　)揺れる (ゆ　　)数本 (すうほん)のから防波堤 (ぼうはてい)に続く (つづ　)電柱 (でんちゅう)と街灯 (がいとう)が振り子 (ふ　こ)のように揺れて (ゆ　　)いる状況 (じょうきょう)に波打つ (なみう　　)地面 (じめん)。何 (なに)が何 (なん)だか解らず (わか　　　)、不安 (ふあん)と恐怖 (きょうふ)。そして巨大 (きょだい)地震 (じしん)か？ 一体 (いったい)どこが？ 次 (つぎ)は津波 (つなみ)！ すぐさまが来れば (きた　　)この港 (みなと)から上 (うえ)の道 (みち)まで逃げら (に　　)れるか？ ひとたまりもないかも、色々 (いろいろ)な不安 (ふあん)で混乱 (こんらん)状態 (じょうたい)に陥って (おちい　　　　)いた時 (とき)。
　当時 (とうじ)、クラブを主宰 (しゅさい)しており、淡路 (あわじ)島 (しま)近海 (きんかい)紀伊 (きい)水 (すい)道北 (どうほく)西部 (せいぶ)の沼 (ぬま)島 (しま)周り (まわ　)の小磯 (こいそ)がホームグランドでした。渡船 (とせん)で沼 (ぬま)島 (しま)周り (まわ　　)の小磯 (こいそ)の釣り場 (つ　ば)に渡して (わた　　　)貰う (もら　　)ために淡路 (あわじ)島 (しま)土生港 (はぶこう)に午前 (ごぜん)４時 (　じ)過ぎ (す　)に到着 (とうちゃく)。同行 (どうこう)のクラブメンバーと阪神 (はんしん)高速 (こうそく)経由 (けいゆ)たこフェリーと島内 (とうない)をひた走り (　　はし　)、道中 (どうちゅう)今 (いま)までになく狸 (たぬき)に鹿 (しか)にテン等 (など)小動物 (しょうどうぶつ)に数多く (かずおお　　)出会い (であ　)、同乗者 (どうじょうしゃ)に「何 (なに)か今夜 (こんや)は彼ら (かれ　)も騒々しい (そうぞう　　　　)ね」と話しつつ (はな　　　　)到着 (とうちゃく)した土生港 (はぶこう)の海 (うみ)はベタ凪 (なぎ)。釣果 (ちょうか)を期待 (きたい)しつつ、調子 (ちょうし)を見る (み　)ために防波堤 (ぼうはてい)で少し (すこ　)試し (だめ　)釣り (つ　)で竿 (さお)を出し (だ　)様子見 (ようすみ)の時 (とき)。さざ波 (なみ)一つ (ひと　)ない鏡 (かがみ)のような海面 (かいめん)を見て (み　)「こんな海 (うみ)、初めて (はじ　　　)だね」とメンバーと「今日 (きょう)は大漁 (たいりょう)予感 (よかん)だね」と渡船 (とせん)の迎え (むか　)に向けて (む　　)車 (くるま)に戻り (もど　)、渡船 (とせん)渡し (わた　　)の釣り (つ　)の準備 (じゅんび)をしだしたそのとき、ド・ドドンと地面 (じめん)が唸り跳 (うな　は)ねた！のだった。
　いつもの優しい (やさ　　)声 (こえ)の渡船 (とせん)の船頭 (せんどう)さんが大きな (おお　　)声 (こえ)で、「船 (ふね)の走行中 (そうこうちゅう)によく解らない (わか　　　　　)が大きな (おお　　　)地震 (じしん)が起こった (お　　　)と思う (おも　　)。津波 (つなみ)の危険 (きけん)もあるので沖 (おき)に避難 (ひなん)するのであなたらも避難 (ひなん)を」と言い残し (い　のこ　)、波止 (はと)を離れて (はな　　　)行った (い　　)。アッ！ 津波 (つなみ)が逃げられる (に　　　)？ 上 (うえ)のから急 (きゅう)な坂 (さか)を降りた (お　　)漁港 (ぎょこう)だ。そのときに地元 (じもと)淡路 (あわじ)の仲間 (なかま)たちが「島 (しま)で大地震 (だいじしん)！震源地 (しんげんち)で津波 (つなみ)は大丈夫 (だいじょうぶ)」。その頃 (ころ)には地元 (じもと)の仲間 (なかま)達 (たち)に自宅 (じたく)から「家 (いえ)が傾い (かたむ　)た」「潰れた (つぶ　　)」等 (など)、何人 (なんにん)もの携帯 (けいたい)に連絡 (れんらく)が入り続ける (はい　つづ　　　)さなかに我々 (われわれ)の事 (こと)も気 (き)にかけてくれて、大阪 (おおさか)に帰れる (かえ　　　)手段 (しゅだん)を地元 (じもと)の友人 (ゆうじん)関係 (かんけい)の居る (い　)複数 (ふくすう)のフェリー会社 (がいしゃ)に問い合わせて (と　あ　　　)貰い (もら　)、フェリー会社 (がいしゃ)の関係者 (かんけいしゃ)のサポートのお陰 (　かげ)で港 (みなと)の液状化 (えきじょうか)寸前 (すんぜん)に和歌山 (わかやま)深 (ふ)日港 (けこう)行き (ゆ)に一台 (いちだい)スペースを確保 (かくほ)頂 (いただ)き、午後 (ごご)には26号 (ごう)線 (せん)を地元 (じもと)に向かう (む　　)事 (こと)が出来た (でき　)。
　車 (くるま)でナビのTVから速報 (そくほう)には鳥肌 (とりはだ)が立つ (た　)思い (おもい)と不安 (ふあん)な心持ち (こころま　　)でひた走り続けた (　　　はし　つづ　　　)。しかしその頃 (ころ)になると電話 (でんわ)が通じず (つう　　)、車 (くるま)のTVやラジオもことを繰り返し (く　　かえ　)情報 (じょうほう)が無 (な)く不安 (ふあん)は募る (つの　)ばかりの… (・・・)特 (とく)に長田 (おさだ)地区 (ちく)の火災 (かさい)には…あの人 (ひと)は先輩 (せんぱい)達 (たち)はと… (・・・)。淡路 (あわじ)島 (しま)で指定 (してい)された港 (みなと)に向かう (む　　)途中 (とちゅう)の倒壊 (とうかい)した家々 (いえいえ)、倒れた (たお)鳥居 (とりい)や灯 (とう)籠 (ろう)。本当 (ほんとう)にどこが？ どれだけ？ 何 (なに)がだか解らぬ (わか　　)不安 (ふあん)… (・・・)どこがどれだけ破壊 (はかい)してる…？ 情報 (じょうほう)がことで不安 (ふあん)は募る (つの　)ばかりで、自身 (じしん)の関係 (かんけい)する現場 (げんば)のことや昨夜 (さくや)走った (はし　　)高速 (こうそく)がなぎ倒された (たお　　　)映像 (えいぞう)に、もう少し (すこ　　)時間 (じかん)がズレていたらと心 (こころ)は落ち着かない (お　つ　　　)状況 (じょうきょう)で高速 (こうそく)は閉鎖 (へいさ)され、国道 (こくどう)をノロノロと走り続け (はし　つづ　)淡路 (あわじ)島 (しま)ほどでないが崩れた (くず　　　)塀 (へい)や傾く (かたむ　　)木々 (きぎ)を横目 (よこめ)に夕刻 (ゆうこく)やっと地元 (じもと)に戻 (もど)った。
　自身 (じしん)の数カ所 (すうかしょ)の作業所 (さぎょうしょ)にグループホームの内部 (ないぶ)の散乱 (さんらん)に一部 (いちぶ)階段 (かいだん)の基礎 (きそ)や壁 (かべ)のひび割れ (わ　)等 (など)あるものの大きな (おお　　)被害 (ひがい)は免れま (まぬが　　　)した。関係者 (かんけいしゃ)は「今 (いま)淡路 (あわじ)島 (しま)から戻った (もど　　　)」と言って (い　　)も俄か (にわ　)に信じ (しん　)難い (がた　)雰囲気 (ふんいき)に振り返る (ふ　かえ　)と、本当 (ほんとう)によく当日 (とうじつ)に帰れた (かえ　　　)ものだと改めて (あらた　　　)思った (おも　　　)記憶 (きおく)が生々しく (なまなま　　　)残って (のこ　　)いる。
　翌日 (よくじつ)、は亡き (な　)当会 (とうかい)の副代表 (ふくだいひょう)の「ゆめ風 (かぜ)10億円 (おくえん)基金 (ききん)」の河野 (かわの)さんから連絡 (れんらく)が入り (はい　　)、「大変 (たいへん)な事態 (じたい)になっているが状況 (じょうきょう)がはっきりしない。動ける (うご　　　)なら出来る (でき　　)範囲 (はんい)で状況 (じょうきょう)を見て (み　　)きてほしい」との連絡 (れんらく)を受け (う　)現状 (げんじょう)を知る (し　)べき被災地 (ひさいち)に向かった (む)。倒壊 (とうかい)した阪神 (はんしん)高速 (こうそく)には肝 (きも)を冷やす (ひ　　)。なぜなら数時間前 (すうじかんまえ)に走った (はし　　　)事 (こと)が想い (おも　)を強く (つよ　)した。どこを見て (み　)も今 (いま)まで経験 (けいけん)のないすさまじい光景 (こうけい)に驚愕 (きょうがく)し、発生 (はっせい)時 (じ)の恐怖 (きょうふ)が生々しく (なまなま　　　　)蘇る (よみがえる)。部屋 (へや)で僅か (わず　)な空間 (くうかん)で圧迫死 (あっぱくし)を免れたり (まぬが　　　　　)、危うく (あや　　　)倒壊 (とうかい)した家 (いえ)で家具 (かぐ)で出来た (でき　)僅か (わず　)な隙間 (すきま)で助かった (たす　　　　)被災 (ひさい)障害者 (しょうがいしゃ)・障害 (しょうがい)の仲間 (なかま)の現状 (げんじょう)の命 (いのち)ギリギリ被災 (ひさい)は私 (わたし)の比 (ひ)ではないとは思います (おも　　　　)が、正直 (しょうじき)本当 (ほんとう)に恐ろしかった (おそ　　　　　　　)。あの突然 (とつぜん)の恐怖 (きょうふ)から29年 (ねん)、となく繰り返される (く　かえ　　　)災害 (さいがい)が起 (お)こるたびに災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)への対応 (たいおう)のまずさに悔しさ (くや　　　)を覚 (おぼ)えます。災害 (さいがい)は何時 (いつ)どこで起こる (お　　　)か解りません (わか　　　　　)が、備え (そな　)あればです。日々 (ひび)新た (あら　)な出会い (であ　)の機会 (きかい)があるたびに名刺 (めいし)交換 (こうかん)をし、名刺 (めいし)裏面 (りめん)に敢えて (あ　　)ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)の活動 (かつどう)を入れる (い　　)ようにしています。ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)を話題 (わだい)にし、伝える (つた　　)事 (こと)から防災減災 (ぼうさいげんさい)を願いつつ (ねが　　　)、地元 (じもと)の仲間 (なかま)と行政 (ぎょうせい)交渉 (こうしょう)や募金 (ぼきん)活動 (かつどう)等 (など)に取り組み (と　く　)、１人 (ひとり)も災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)を生み出さない (う　だ　　　)社会 (しゃかい)に向けて (む　　)出来る (でき　　)限り (かぎ)の事 (こと)をしたいと思って (おも　　　)いる。




事務局 (じむきょく)より
能登 (のと)半島 (はんとう)訪問 (ほうもん)報告 (ほうこく)
　　八幡 (やはた)　隆司 (たかし)
６から７月 (　　がつ)にかけて延べ５回 (のべ　かい)にわたり、事務局 (じむきょく)の全員 (ぜんいん)が能登 (のと)半島 (はんとう)を訪問 (ほうもん)しました。訪問 (ほうもん)の目的 (もくてき)は、福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)調査 (ちょうさ)、各障害者 (かくしょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)の困り (こま　)ごと調査 (ちょうさ)、障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)支援 (しえん)など様々 (さまざま)です。共通 (きょうつう)に感じた (かん　　　)ことは、復興 (ふっこう)があまりにも遅い (おそ　)ということです。
　東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)ではから５か月 (　　　げつ)ぐらい経った (た　　)頃 (ころ)には、町 (まち)の中 (なか)は重機 (じゅうき)やトラックなどがあふれ、震災後 (しんさいご)の家屋 (かおく)の片づけ (かた　　　)などで粉塵 (ふんじん)が飛び交って (と　か　　)いました。また町 (まち)のいたるところでボランティアがあふれ、道路 (どうろ)は工事 (こうじ)車両 (しゃりょう)や警察 (けいさつ)、自衛隊 (じえいたい)等 (など)支援 (しえん)をする人 (ひと)たちの車 (くるま)であふれていました。しかし奥 (おく)能登 (のと)ではそのような風景 (ふうけい)がありません。輪島市 (わじまし)の火災 (かさい)が起きた (お　　)現場 (げんば)でも重機 (じゅうき)が２台 (　　だい)で細々 (ほそぼそ)と解体 (かいたい)をしており、ほとんど焼け跡 (や　あと)は残って (のこ　　)います。壊れた (こわ　　　)家屋 (かおく)も倒れた (たお　　　)ビルもそのままの状態 (じょうたい)で残って (のこ　　)いました。地元 (じもと)の人 (ひと)から「いつまでたっても震災 (しんさい)の傷跡 (きずあと)がそのままなので、心 (こころ)も晴れない (は　　)」と聞きました (き　　　)。石川県 (いしかわけん)としての家屋 (かおく)の公費 (こうひ)解体 (かいたい)完了 (かんりょう)は来年 (らいねん)10月 (がつ)がということで、まだまだ復興 (ふっこう)どころか家屋 (かおく)の片づけ (かた　　　)さえ終わらない (　　お　　　　)ようです。
　私 (わたし)自身 (じしん)はの地震 (じしん)で震災 (しんさい)直後 (ちょくご)に開設 (かいせつ)された福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)の調査 (ちょうさ)が目的 (もくてき)で、東北 (とうほく)福祉 (ふくし)大学 (だいがく)の石塚 (いしづか)裕子 (ゆうこ)さん、大阪 (おおさか)大学 (だいがく)の渥美 (あつみ)公 (きみ)秀 (ひで)さんと、実際 (じっさい)に福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)を開設 (かいせつ)した施設 (しせつ)や輪島市 (わじまし)、珠洲市 (すずし)などの行政 (ぎょうせい)の方 (かた)と話 (はなし)をしてきました。福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)を開設 (かいせつ)した8 (　　)ヶ所 (　かしょ)中 (ちゅう)７ヶ所 (　　　かしょ)の施設 (しせつ)は、災害 (さいがい)当日 (とうじつ)に通所 (つうしょ)サービスの利用者 (りようしゃ)や近所 (きんじょ)方々 (かたがた)が詰めかけ (つ　　　)、行政 (ぎょうせい)からの依頼 (いらい)なしで自主的 (じしゅてき)に開設 (かいせつ)されました。
　すでにの自治体 (じちたい)が福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)協定 (きょうてい)を施設 (しせつ)と結び (むす　)、「福祉 (ふくし)避難 (ひなん)運営 (うんえい)マニュアル」を策定 (さくてい)しています。これは内閣府 (ないかくふ)が策定 (さくてい)した「福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)の確保 (かくほ)・運営 (うんえい)ガイドライン」に沿って (そ　　)作られた (つく　　　　　)ものですが、実際 (じっさい)の災害 (さいがい)に対応 (たいおう)できないのではないかと思った (おも　　　)のが、この調査 (ちょうさ)をするきっかけです。
　ゆめ基金 (ききん)では震災 (しんさい)の翌週 (よくしゅう)から毎週 (まいしゅう)、被災地 (ひさいち)を支援 (しえん)する関係 (かんけい)団体 (だんたい)に集まって (あつ　　　)いただき、どのような支援 (しえん)をするべきか、能登 (のと)の現状 (げんじょう)は今 (いま)どうなっているかと話し合う (はな　あ　)会議 (かいぎ)をしています。今回 (こんかい)の訪問 (ほうもん)で被災 (ひさい)した施設 (しせつ)がどのような現状 (げんじょう)にあるのかを聞き取る (き　と　)ことで、お互い (たが　)に顔 (かお)の見える (み　　)関係 (かんけい)で支援 (しえん)をすることができるようになりました。
[image: \\host1\Ls-wx\12通信\108号\原稿\八幡原稿用0617輪島火災跡.jpg]　限られた (かぎ　　　)紙面 (しめん)で報告 (ほうこく)はできませんが、ホームページやブログ、メーリングリストなどでおしますので、是非 (ぜひ)ご覧 (　　らん)ください。






イベントのおせ

第１９回 (だい　　　かい)　ゆめであいましょう　
今年 (ことし)もやります！
くわしくは同封 (どうふう)チラシをごらんください！
小室 (こむろ)等 (ひとし)さんのもお楽し (　たの　)みに！
日時 (にちじ)：12月 (がつ)6日 (にち)（金 (きん)）18時半 (じはん)スタート
会場 (かいじょう)：ココネリホール
テーマ：半島 (はんとう)地震 (じしん)であらわになったこの国 (くに)のあやうさ
～淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)、東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の教訓 (きょうくん)は生 (い)かされたのか？～
ゲスト：望月衣塑子 (もちづきいそこ)さん（東京 (とうきょう)新聞 (しんぶん)記者 (きしゃ)）　
進行 (しんこう)：等 (ひとし)さん


共同連 (きょうどうれん)マラソントークin大阪 (おおさか)
能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)から№２
『の今 (いま)を知り (し　)、私たち (わたし　　　　)ができることとは…』
被災地 (ひさいち)のを現地 (げんち)の方 (かた)からお話 (　はなし)をうかがい、学び (まな　)、動いて (うご　　)いけることを探りたい (さぐ　　　　)思います (おも　　　　)。多く (おお　)の方々 (かたがた)ご参加 (ごさんか)お待ち (おまち)しております。

日時 (にちじ)：10月 (がつ)19日 (にち)（土 (ど)）13時 (じ)～
会場 (かいじょう)：箕面 (みのお)市立 (しりつ)船場 (せんば)生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)センター
参加 (さんか)協力費 (きょうりょくひ)：500円 (えん)
※20％ゆめ基金 (ききん)へカンパといたします。
※カンパ箱 (　　　　　ばこ)も用意 (ようい)します。ご協力 (　きょうりょく)よろしくお願い (　ねが　)します。


被災地 (ひさいち)から

令和 (れいわ)6 (　)年 (ねん)能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)におけるあすなろふたばぱいんののいまとこれから

[image: ]輪島市 (わじまし)　あすなろふたばぱいんの　理事 (りじ)　河元 (かわもと)　寛 (ひろ)泰 (やす)
平成 (へいせい)15年 (ねん)より法人 (ほうじん)松原会 (まつばらかい)にて精神 (せいしん)保健 (ほけん)福祉士 (ふくしし)として勤務 (きんむ)。能登 (のと)ので
誰 (だれ)もが安心 (あんしん)してように関わり続け (かか　　つづ　)、令和 (れいわ)４年よりあすなろふた
ばぱいんののに従事 (じゅうじ)。地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)に向けて (む　　)利用者 (りようしゃ)と共 (とも)に歩み中 (あゆ　　ちゅう)。

あすなろふたばぱいんのは、石川県 (いしかわけん)輪島市 (わじまし)にて、安心 (あんしん)できる居場所 (いばしょ)や障害者 (しょうがいしゃ)の「働く (はたら　)」を支援 (しえん)する就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)B (　)型 (がた)事業所 (じぎょうしょ)で、内職 (ないしょく)や珈琲 (こーひー)豆の焙煎 (ばいせん)・販売 (はんばい)を主 (おも)な仕事 (しごと)として取り組んで (と　く　　)います。
令和 (れいわ)６年 (　ねん)能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)がし、私たち (わたし　　　)の事業所 (じぎょうしょ)もガラスが割 (わ)れる、トイレの排水管 (はいすいかん)が壊れる (こわ　　　)、室内 (しつない)の壁 (かべ)が剥がれ落ちる (は　　お　　)、外 (そと)の階段 (かいだん)がずれるなどの被害 (ひがい)がありました。利用者 (りようしゃ)や家族 (かぞく)、職員 (しょくいん)は、それぞれの避難先 (ひなんさき)に避難 (ひなん)し、幸い (さいわ　)にも全員 (ぜんいん)無事 (ぶじ)でした。避難所 (ひなんじょ)や被災 (ひさい)した自宅 (じたく)、地域 (ちいき)で過ごされる (す　　　)等 (など)、いつもと違う (ちが　)環境 (かんきょう)の中 (なか)で生活 (せいかつ)をし、不安 (ふあん)がありながらも被災 (ひさい)直後 (ちょくご)より事業所 (じぎょうしょ)がどうなっているのか、他 (ほか)の皆 (みな)は無事 (ぶじ)なのかと様子 (ようす)を見 (み)にくる利用者 (りようしゃ)がおられ、安心 (あんしん)したいとの話 (はなし)も聴かれました (き　　　　)。その中 (なか)で、利用者 (りようしゃ)や家族 (かぞく)の方々 (かたがた)と一緒 (いっしょ)に事業所 (じぎょうしょ)の片付け (かたづ　)など、できることから一歩 (いっぽ)ずつ、始めました (はじ　　　　　)。断水 (だんすい)していましたが、片付け (かたづ　)の休憩 (きゅうけい)の時 (とき)には頂いた (いただ　　)水 (みず)を使い (つか　)、被災 (ひさい)を免れた (まぬが　　　)珈琲 (こーひー)豆 (まめ)で、皆 (みな)でほっと一息 (ひといき)できる場 (ば)になるように取り組みま (と　く　　)した。
被災前 (ひさいまえ)は14人 (にん)のが利用 (りよう)していましたが、１月 (　がつ)の利用者 (りようしゃ)は２人 (　　にん)でした。事業所 (じぎょうしょ)の修繕 (しゅうぜん)は今 (いま)現在 (げんざい)もできておらず、地震 (じしん)が発生 (はっせい)したままの状態 (じょうたい)ですが、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)をはじめ、多く (おお　)の方々 (かたがた)に支援 (しえん)を頂く (いただ　)中 (なか)で、利用者 (りようしゃ)が通える (かよ　　)までに準備 (じゅんび)が整いました (ととのいました)。２月 (　がつ)５日 (　か)より事業所 (じぎょうしょ)を再開 (さいかい)、半日 (はんにち)より開始 (かいし)となり、電話 (でんわ)による相談 (そうだん)支援 (しえん)も開始 (かいし)しました。利用者 (りようしゃ)の生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)も変化 (へんか)するなかで、少し (すこ　)ずつ利用者 (りようしゃ)が戻り始め (もど　はじ　)、５月 (　がつ)には９人 (　にん)の方 (かた)が利用 (りよう)されました。
再開 (さいかい)するなかで、の確保 (かくほ)が課題 (かだい)の１つでした。珈琲 (こーひー)豆 (まめ)の焙煎 (ばいせん)・販売 (はんばい)においてはいままでのお客 (きゃく)様 (さま)だけでなく、ボランティア等 (とう)に来て (き　)頂いた (いただ　　　)皆様 (みなさま)、全国 (ぜんこく)のイベントでの販売 (はんばい)など少し (すこ)ずつではありますが増えて (ふ　　)きており、皆 (みな)様 (さま)のおかげで仕事 (しごと)をすることができています。しかし、被災前 (ひさいまえ)に比べて (くら　　　)内職 (ないしょく)など当事業所 (とうじぎょうしょ)全体 (ぜんたい)として仕事 (しごと)の量 (りょう)は減 (へ)っています。他 (ほか)にも利用者 (りようしゃ)の人数 (にんずう)の減少 (げんしょう)、送迎 (そうげい)の難しさ (むずか　　　)など課題 (かだい)は多く (おお　)あります。だが、利用者 (りようしゃ)の「一 (いっ)刻 (こく)も早く (はや　)普通 (ふつう)にもどりたい。みんなと会いたい (あ　　　)。また笑いたい (わら　　　　)」の想い (おも　)が実現 (じつげん)できるように、みんな一丸 (いちがん)となって頑張ります (がんば　　　　　)ので、これからも応援 (おうえん)、お願い (　ねが　)致し (いた　)ます。


[image: ]知らなかった (し　　　)世界 (せかい)

能登 (のと)町 (ちょう)　自立 (じりつ)支援 (しえん)センターみずほ　事務 (じむ)長 (ちょう)　高宮 (たかみや)　則子 (のりこ)
高齢者 (こうれいしゃ)施設 (しせつ)、施設 (しせつ)を運営 (うんえい)。アットホームな施設 (しせつ)運営 (うんえい)をけています。

このの能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)に際し (さい　)、たくさんの方々 (かたがた)のご支援 (　しえん)に感謝申し上げます (かんしゃもうし　　　　　　　　　　)。本当 (ほんとう)にありがとうございます。
まさにこのは私 (わたし)にとって「知らなかった (し　　　)世界 (せかい)」でした。こんなに大きな (おお　　)揺れ (ゆ　)も初めて (はじ　　　)でしたし、もちろん倒壊 (とうかい)した建物 (たてもの)を実際 (じっさい)に見る (み　)のも初 (はじ)めてでした。悲しかった (かな　　　　　)し、辛かった (つら　　　　　)し、夢 (ゆめ)だったらいいのにと何度 (なんど)も思った (おも　　　)ものでした。
しかし、「知らなかった (し　　　　)世界 (せかい)」はそればかりではありませんでした。
１月 (　がつ)４日 (　か)、していた事務所 (じむしょ)で私 (わたし)は各方面 (かくほうめん)の連絡 (れんらく)の対応 (たいおう)に追われて (お　　)いました。そんな中 (なか)届いた (とど　　　)ファックス。「ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)被災地 (ひさいち)支援 (しえん)金 (きん)助成 (じょせい)要綱 (ようこう)」でした。目 (め)を通しました (とお　　　　　　)が、当時 (とうじ)の私 (わたし)は何 (なに)をどう助けて (たす　　　)もらったらいいのかもわからない状態 (じょうたい)で、とりあえずBOXにを入れた (い　　)ままにしていました。しばらくして金沢 (かなざわ)の徳田 (とくだ)さんからお電話 (　　でんわ)をいただきました。「状況 (じょうきょう)はどうですか？ 身体 (からだ)はですか？何 (なん)でも言って (い　　)ください」との言葉 (ことば)に有難い (ありがた　　)なと思いながら (おも　　　　　　　)も、すぐには支援 (しえん)を申し込む (もう　こ　　)ことはできませんでした。ほんとうにこんなことあるんかな。どれくらい助成 (じょせい)してもらえるんだろう。と半信半疑 (はんしんはんぎ)だったのです。
徳田 (とくだ)さんはしばらくしてまた電話 (でんわ)をかけてくださいました。優しい (やさ　　)口調 (くちょう)の徳田 (とくだ)さんとお話 (はな)しているうちにようやく心 (こころ)の整理 (せいり)もできて「今 (いま)は甘えて (あま　　)いいんだ。今回 (こんかい)は助けて (たす　　　)もらおう」と思う (おも　)ようになったのを覚 (おぼ)えています。
私達 (わたしたち)はこの地震 (じしん)で全国 (ぜんこく)からたくさんのご支援 (　しえん)を頂戴 (ちょうだい)しました。物資 (ぶっし)の支援 (しえん)であれ人的 (じんてき)支援 (しえん)であれ片付け (かたづ　)支援 (しえん)であれ、こんなに私達 (わたしたち)に心 (こころ)を寄せて (よ　　)いただき、すぐさま行動 (こうどう)してくださる皆さん (みな　　　)の様子 (ようす)は、まさに「知らなかった (し　　　　)世界 (せかい)」でした。こんなにいい人 (ひと)ばかりいる日本 (にほん)ってすごい。その気持ち (きもち)と行動 (こうどう)にどれだけ勇気づけられた (ゆうき　　　　　　　)かわかりません。本当 (ほんとう)に有難かった (ありがた　　)です。経験 (けいけん)してみてわかったことでした。
地震 (じしん)でや日常 (にちじょう)を奪われた (うば　　　　　)けど「知らなかった (し　　　)世界 (せかい)」を経験 (けいけん)できた事 (こと)、これも運 (うん)命 (めい)だったんだと思える (おも　　　)ようになりました。被災 (ひさい)状況 (じょうきょう)をお伝え (　つた　)することもできますが、この「知らなかった (し　　　)世界 (せかい)」もお伝え (　つた　)できればと思い (おも　)寄稿 (きこう)のご依頼 (　いらい)を受けさせて (う　　　　)いただきました。
皆 (みな)さまのに感謝申し上げます (かんしゃもう　　あ　　　　　　　)。私たち (わたし　　　)は一歩 (いっぽ)一歩前 (いっぽまえ)に進め (すす　)ています。


リレーエッセイ　と　第八十一回 (だいはちじゅういちかい)

新た (あら　)なを目指して (めざ　　　)

藤井 (ふじい)　克 (かつ)徳 (のり)
[image: ]NPO法人 (ほうじん)日本 (にほん)障害者協 (しょうがいしゃきょう)議会 (ぎかい)代表 (だいひょう)。小平 (こだいら)養護 (ようご)学校 (がっこう)のに、地域 (ちいき)で
のや共同 (きょうどう)作業所 (さぎょうじょ)全国 (ぜんこく)連絡会 (れんらくかい)（現在 (げんざい)のきょうされん）のに
参加 (さんか)。30代 (だい)前半 (ぜんはん)で。その後 (ご)は、NGOので関連 (かんれん)政策 (せいさく)の改善 (かいぜん)に専念 (せんねん)。
現在 (げんざい)は、日本 (にほん)障害 (しょうがい)フォーラム副代表 (ふくだいひょう)、きょうされん専務 (せんむ)理事 (りじ)。

◆と相違性 (そういせい)
　大規模 (だいきぼ)自然 (しぜん)災害 (さいがい)にたびに思う (おも　)ことがある。キーワード風 (ふう)に言 (い)えば、「共通性 (きょうつうせい)」と「相違性 (そういせい)」。共通性 (きょうつうせい)とは、いずれの災害 (さいがい)にもつきまとう不可避的 (ふかひてき)な傾向 (けいこう)であり、相違性 (そういせい)とは災害 (さいがい)ごとの固有 (こゆう)の問題 (もんだい)事象 (じしょう)である。このことは、この30年間 (ねんかん)の地震 (じしん)を並べて (なら　　)みても明らか (あき　　)だ。阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)（1995年 (ねん)１月 (　がつ)17日 (にち)）、大震災 (だいしんさい)（2011年 (ねん　)３月 (　がつ)11日 (にち)）、地震 (じしん)（2016年 (ねん)４月 (　がつ)14日 (か)・日 (にち)）、そして今般 (こんぱん)の能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)（2024年 (ねん)１月 (　がつ)１日 (　にち)）とが、共通 (きょうつう)しているのは、おびただしい数 (かず)の死傷者 (ししょうしゃ)を出した (だ　　)ことであり、復旧 (ふっきゅう)・復興 (ふっこう)に長期 (ちょうき)の歳月 (さいげつ)と莫大 (ばくだい)な経費 (けいひ)を費やす (つい　　　)ことである。
　他方 (たほう)で、（固有性 (こゆうせい)）を見て取る (み　と　)ことができる。前述 (ぜんじゅつ)の発災 (はっさい)順 (じゅん)で言えば (い　　)、都市部型 (としぶがた)、超広域型 (ちょうこういきがた)、関連死 (かんれんし)顕在型 (けんざいがた)、人口 (じんこう)過疎 (かそ)地帯 (ちたい)・半島型 (はんとうがた)と特徴づける (とくちょう　　　　　　)ことができよう。相違性 (そういせい)には、原発 (げんぱつ)の有無 (うむ)、発災 (はっさい)時期 (じき)（季節 (きせつ)要因 (よういん)）、なども加わって (くわ　　　　　)くる。私たち (わたし　　　)障害 (しょうがい)分野 (ぶんや)が、災害 (さいがい)政策 (せいさく)や支援 (しえん)策 (さく)を論じる (ろん　　　)にあたっては、とりあえずは「共通性 (きょうつうせい)」の視点 (してん)から迫 (せま)っていっていいのではなかろうか。
◆参加 (さんか)
　もう一つ (ひと　　)思う (おも　)ことがある。国 (くに)をはじめとする災害 (さいがい)に関する (かん　　　)審 (しん)議会 (ぎかい)や検討会 (けんとうかい)の無力ぶり (むりょく　　　)である。いずれの報告書 (ほうこくしょ)も見栄えはいい。ただし、いつも思う (おも　　)のは読後 (どくご)の違和感 (いわかん)である。ひと言 (　　　　こと)で言えば (い　　)、魂 (たましい)が感じられない (かん　　　　　　　)。「見 (み)栄え (ば　)はいいが的外れ (まとはず　)」と言って (い　　)もいいのかもしれない。
　例えば (たと　　)、能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)で問題 (もんだい)とされたのは、初動 (しょどう)救済 (きゅうさい)・支援 (しえん)の遅れ (おく　)であり、障害者 (しょうがいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)のための福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)がほとんど機能 (きのう)しなかったことだ。行政 (ぎょうせい)や専門家 (せんもんか)のあいだから聴こえて (き　　　)くるのは、「悪い (わる　)条件 (じょうけん)が重なって (かさ　　　)しまった」（時期 (じき)、地形的 (ちけいてき)な要素 (ようそ)など）「だった」などである。いずれも聞き飽きた (き　あ　　)フレーズである。そもそも、自然界 (しぜんかい)を相手 (あいて)とする災害 (さいがい)政策 (せいさく)は、「想定外 (そうていがい)との勝負 (しょうぶ)」なのである。聞き飽きた (き　あ　　)フレーズは、自ら (みずか　)想像力 (そうぞうりょく)の乏しさ (とぼ　　)を露呈 (ろてい)しているようなものだ。
　筆者 (ひっしゃ)は、かねがね「は何 (なに)を作る (つく　)かよりも、誰 (だれ)がつくるかが決定的 (けっていてき)」と主張 (しゅちょう)してきた。災害 (さいがい)政策 (せいさく)もしかり。答え (こた　)は明確 (めいかく)である。政策 (せいさく)の審議 (しんぎ)や決定 (けってい)の過程 (かてい)に、障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)や家族 (かぞく)、それに日常的 (にちじょうてき)に障害 (しょうがい)のある人 (ひと)を支えて (ささ　　)いる人 (ひと)を加える (くわ　　　)ことである。関連審 (かんれんしん)議会 (ぎかい)の構成 (こうせい)の過半数 (かはんすう)は、広義 (こうぎ)の当事者 (とうじしゃ)で占める (し　　)べきである。見 (み)栄え (ば　)はよくなくとも、現実的 (げんじつてき)で魂 (たましい)のこもった災害 (さいがい)政策 (せいさく)が仕上がる (しあ　　)に違いない (ちが　　　　)。
◆２倍 (ばい)でなく等 (とう)倍 (ばい)に
　以下 (いか)、「と障害者 (しょうがいしゃ)」に関連 (かんれん)して、普段 (ふだん)から気 (き)になっていることを三点 (さんてん)略記 (りゃっき)する。一つ目 (ひと　め)は、「障害者 (しょうがいしゃ)の死亡率 (しぼうりつ)は全住民 (ぜんじゅうみん)死亡率 (しぼうりつ)の２倍 (　　ばい)」を絶えず (た　　)念頭 (ねんとう)に置く (お)ことである。この数字 (すうじ)は、東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の折 (おり)に、複数 (ふくすう)の報道 (ほうどう)機関 (きかん)より公表 (こうひょう)されたものだ。おかしな言い方 (い　　かた)かもしれないが、障害 (しょうがい)の有る (あ　)人 (ひと)も無い (な　)人 (ひと)も「等 (とう)倍 (ばい)」でなければならない。「２倍 (　ばい)の死亡率 (しぼうりつ)」に、「災害 (さいがい)と障害者 (しょうがいしゃ)」の本質 (ほんしつ)を垣間見る (かいまみ)ことができよう。残念 (ざんねん)ながら、国 (くに)は東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)時 (じ)の「２倍 (ばい)の死亡率 (しぼうりつ)」について、未だ (いま　)検証 (けんしょう)を行なっ (おこ　　)ていない。
　二つ目 (ふた　め)は、「忘れない (わす　　　　)」を意識 (いしき)することだ。最大 (さいだい)の支援 (しえん)は「被災地 (ひさいち)を忘れない (わす　　　　)」であり、同時 (どうじ)に「忘れない (わす　　　　)」は、次なる (つぎ　　　)災害 (さいがい)への備 (そな)えにもつながる。記録 (きろく)文 (ぶん)や関連 (かんれん)映画 (えいが)をみるのもいい、被災地 (ひさいち)を訪れ (おとず　)るのもいい、被災 (ひさい)事業所 (じぎょうしょ)から製品 (せいひん)を買う (か　)のもいい、身近 (みぢか)な人 (ひと)とディスカッションするのもいい、多様 (たよう)な方法 (ほうほう)があるはずである。
　三つ目 (み　め)は、平時 (へいじ)の障害 (しょうがい)のある人 (ひと)を支える (ささ　　　)水準 (すいじゅん)を問い続け (と　つづ　)ることである。障害者 (しょうがいしゃ)が地域 (ちいき)で暮らす (く　　)ための条件 (じょうけん)（人的 (じんてき)、）が手厚い (てあつ　)ほど、被災 (ひさい)や復興 (ふっこう)に好影響 (こうえいきょう)が出る (で　)ことがわかってきている。平時 (へいじ)の支援 (しえん)水準 (すいじゅん)と災害 (さいがい)問題 (もんだい)とをつなげる視点 (してん)が肝要 (かんよう)となる。
◆に新た (あら　)な兆し (きざ　)
　日本 (にほん)障害 (しょうがい)フォーラム（JDF）は半島 (はんとう)地震 (じしん)においても、現地 (げんち)に支援 (しえん)拠点 (きょてん)を設ける (もう　　　)など、「当事者 (とうじしゃ)目線 (めせん)」の活動 (かつどう)を開始 (かいし)した。じっくりと構えて (かま　　　)いきたい。今般 (こんぱん)、気付かされる (きづ　　　　)のは、従来 (じゅうらい)に増して (ま　　)幅広い (はばひろ　)連携 (れんけい)が形成 (けいせい)されていることだ。地元 (じもと)の障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)や関連 (かんれん)団体 (だんたい)のニーズをベースに、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)や難民 (なんみん)を助ける (たす　　)会 (かい)、企業 (きぎょう)財団 (ざいだん)との連携 (れんけい)は新た (あら　)な段階 (だんかい)に入 (はい)っているように思う (おも　)。具体的 (ぐたいてき)な支援 (しえん)活動 (かつどう)に磨き (みが　)をかけていくことに加えて (くわ　　)連携 (れんけい)の幅 (はば)と質 (しつ)も大きく (おお　　　)発展 (はってん)させていきたい。
■ゆめ30 (　)年 (ねん)企画 (きかく)　第3回 (だい　かい)
2025年 (ねん)(来年 (らいねん))は、阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)から30年 (ねん)、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)発足 (ほっそく)30年 (ねん)を。過去 (かこ)の災害 (さいがい)を忘れず (わす　　)伝え続ける (つた　つづ　　　)ため、発災 (はっさい)当時 (とうじ)、救援 (きゅうえん)活動 (かつどう)の中心 (ちゅうしん)として活動 (かつどう)されていた方々 (かたがた)に当時 (とうじ)の様子 (ようす)を振り返って (ふ　　かえ　　　)いただきます。


[image: ]災害 (さいがい)時 (じ)ののを守る (まも　)為 (ため)に

生活 (せいかつ)支援 (しえん)研究会 (けんきゅうかい)　理事長 (りじちょう)　田中 (たなか)　順子 (じゅんこ)
ゆめ金30周年 (きん　　しゅうねん)迎えました (むか　　　　　　)ね。阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)のは大変 (たいへん)お世話 (　せわ)になり　　　　　ました。私 (わたし)は、19歳 (さい)でを体験 (たいけん)しました。当時 (とうじ)、の須磨区 (すまく)の車椅子 (くるまいす)住宅 (じゅうたく)に住んで (す　　)いて、被 (ひ)災 (さい)しました。自分 (じぶん)の部屋 (へや)で寝て (ね　)いて扉 (とびら)が開かない (ひら　　　　　)状態 (じょうたい)で、障害 (しょうがい)があり、自分 (じぶん)で扉 (とびら)を開く (ひら　)ことができず、兄 (あに)に助けて (たす　　)もらいました。車椅子 (くるまいす)住宅 (じゅうたく)なので、一階 (いっかい)から車椅子 (くるまいす)に乗り (の　)、すぐに避難 (ひなん)できたことは良かった (よ　　)と思います (おも　　　　)。他 (ほか)の障害者 (しょうがいしゃ)はエレベーターが止 (と)まり、３日 (か)くらい家 (いえ)に閉じ込められた (と　こ　　　　)という話 (はなし)を聞き (き　)、震災 (しんさい)の時 (とき)は上 (うえ)の階 (かい)に住んで (す　　)いる障害者 (しょうがいしゃ)は困る (こま　)と痛感 (つうかん)しました。
私 (わたし)が一番 (いちばん)困った (こま　　　)ことはトイレでした。車椅子 (くるまいす)トイレが震災 (しんさい)で使えず (つか　　　)、全部 (ぜんぶ)を把握 (はあく)しているわけもなく、トイレをするのに困り (こま　)、市営 (しえい)住宅 (じゅうたく)のガレージの所 (ところ)にポータブルトイレを置いて (お　　)タオル (たおる)で隠して (かく　　)祖母 (そぼ)に手伝って (てつだ　　　)もらい、トイレをして大変 (たいへん)でした。
　母 (はは)は仕事 (しごと)で、家 (いえ)にはおらず、祖母 (そぼ)と兄 (あに)に助けられました (たす　　　　　　　　)。避難所 (ひなんじょ)には行かず (い　　)、１週間 (　　しゅうかん)親戚 (しんせき)の家 (いえ)に避難 (ひなん)させてもらいました。親戚 (しんせき)の家 (いえ)もバリアフリーではなく、お風呂 (　ふろ)もトイレ (　)も苦労 (くろう)しました。大阪 (おおさか)にある早川 (はやかわ)福祉 (ふくし)会館 (かいかん)という所 (ところ)が障害者 (しょうがいしゃ)に避難 (ひなん)場所 (ばしょ)として場所 (ばしょ)を提供 (ていきょう)してくれるということを聞き (き　)、１週間後 (　しゅうかんご)に避難 (ひなん)させてもらいました。そこで２ヶ月間 (　　かげつかん)、仲間 (なかま)の障害者 (しょうがいしゃ)と避難 (ひなん)生活 (せいかつ)をしました。
　各地 (かくち)から100名 (めい)以上 (いじょう)のが来て (き　)くれて、非常 (ひじょう)に助かりました (たす　　　　　　　　)。ただ、介護面 (かいごめん)ではせっかく慣れた (な　　)時 (とき)にボランティアが帰って (かえ　　　)いくことの繰り返し (く　　かえ　)で、教える (おし　　　)のが大変 (たいへん)でした。長く (なが　)滞在 (たいざい)してくれる人 (ひと)が貴重 (きちょう)な存在 (そんざい)でした。たくさんの人 (ひと)に支えられ (ささ　　　　　)、また、ゆめ風 (かぜ)の人 (ひと)も支援 (しえん)を受け (う　)、感謝 (かんしゃ)しています。その支援 (しえん)がなかったら震災 (しんさい)を乗り切る (の　き　)ことが非常 (ひじょう)に困難 (こんなん)だったと思います (おも　　　　　)。
　今回 (こんかい)、正月 (しょうがつ)に能登 (のと)の災害 (さいがい)が起 (お)きて、障害者 (しょうがいしゃ)がどうなっているのか報道 (ほうどう)もされず、心配 (しんぱい)しています。ゆめ風 (かぜ)も募金 (ぼきん)などして現地 (げんち)の調査 (ちょうさ)もして頑張って (がんば　　　)いると聞いて (き　　)います。何 (なに)か災害 (さいがい)があれば動いて (うご　　　)くれるゆめ風 (かぜ)には本当 (ほんとう)に感謝 (かんしゃ)しかありません。ただ今後 (　　　こんご)、大きな (おお　　　)地震 (じしん)や津波 (つなみ)に向けて (む　　)、自分 (じぶん)達 (たち)でも対処 (たいしょ)を考える (かんが)必要 (ひつよう)があると思います (おも　　　　)。また、ゆめ風 (かぜ)には色々 (いろいろ)教えて (おし　　)いただけると嬉しい (うれ　　)と思って (おも　　　)います。
　津波 (つなみ)や地震 (じしん)は予期 (よき)しない時 (とき)に起こり (お　　)ます。普段 (ふだん)の備え (そな　)が大事 (だいじ)だと思って (おも　　　)いるので、私達 (わたしたち)は派遣 (はけん)事業所 (じぎょうしょ)で普段 (ふだん)活動 (かつどう)していて、あまり考える (かんが　　　)時間 (じかん)がないのですが、みんなの命 (いのち)を守れる (まも　　　)ように備えたい (そな　　　　)と思って (おも　　　)います。

ゆめ基金 (ききん)30年 (ねん)記念 (きねん)イベント　開催 (かいさい)日程 (にってい)のお知 (　し)らせ
日時 (にちじ)：2025年 (ねん)5月 (がつ)25 (２５)日 (にち)(日)
会場 (かいじょう)：教育 (きょういく)会館 (かいかん)　たかつガーデン８F
※は、次号 (じごう)ゆめごよみ109号 (ごう)にてせいたします。
※の臨時号 (りんじごう)をご覧 (　らん)の方 (かた)は日程 (にってい)が変更 (へんこう)となりましたのでご注意 (　　ちゅうい)ください。


■からこんにちはvol.10
災害 (さいがい)時 (じ)にはより地域 (ちいき)単位 (たんい)、「町 (まち)」や「村 (むら)」での情報 (じょうほう)が必要 (ひつよう)になってきます。そこで、いざ、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)したときに「地域 (ちいき)単位 (たんい)」で情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)してくださる団体 (だんたい)を募集 (ぼしゅう)することにしました。それが「ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)」です。
「ゆめ応援団 (おうえんだん)」のみなさんからの自己 (じこ)紹介 (しょうかい)をかねたメッセージ (めっせーじ)をお届け (　とど　)するシリーズ第10弾 (だい　　だん)！

[image: ]大阪 (おおさか)障害者 (しょうがいしゃ)労働 (ろうどう)センター マツサクぐる～ぷ（大阪市 (おおさかし)平野区 (ひらのく)）
代表 (だいひょう)　松場 (まつば)　作治 (さくじ)
私 (わたし)たちマツサクぐる～ぷは、1983年 (ねん)にの自立 (じりつ)・労働 (ろうどう)・仕事 (しごと)を・行動 (こうどう)する場 (ば)づくりをめざしてスタートしました。あれからもう40年 (ねん)…。なハンディをもつ者 (もの)にとっては、まだまだ社会 (しゃかい)参加 (さんか)できる場 (ば)も少なく (すく　　　　)、周り (まわ　)の理解 (りかい)を深めて (ふか　　　)行く (い　)ことも並大抵 (なみたいてい)のことではありません。それらの現実 (げんじつ)に立ち向かい (た　む　　)、ありとあらゆる手段 (しゅだん)を駆使 (くし)し、障害 (しょうがい)の有無 (うむ)にかかわらず仲間 (なかま)たちとともに、社会 (しゃかい)の仕組み (しく　)の矛盾 (むじゅん)との闘い (たたか　)に日夜 (にちや)奮闘 (ふんとう)しています。
　ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)の救援 (きゅうえん)活動 (かつどう)は阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)の時 (とき)です。大阪 (おおさか)からは様々 (さまざま)な団体 (だんたい)が現地 (げんち)での支援 (しえん)を行って (おこ　　)いましたが、マツサクは自分 (じぶん)達 (たち)ができる事 (こと)として大阪 (おおさか)市内 (しない)の主要 (しゅよう)な駅 (えき)の前 (まえ)でカンパ (　　)活動 (かつどう)を行いました (おこな　　　　　　　)。東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の際 (さい)も、難波 (なんば)の高島屋前 (たかしまやまえ)でカンパ活動 (かつどう)を続けました (つづ　　　　　　)。
　今回 (こんかい)のでもそうですが、被災地 (ひさいち)でのトイレ (　)の問題 (もんだい)は本当 (ほんとう)に大変 (たいへん)だと思います (おも　　　　　)。私 (わたし)自身車 (じしんくるま)いすでの生活 (せいかつ)で、地域 (ちいき)の病院 (びょういん)へ通院 (つういん)しています。その病院 (びょういん)には車 (くるま)いす用 (　　　　よう)のトイレ (　)もあるのですが、手 (て)すりが一つ (ひと　)足らない (た　　　)ため便座 (べんざ)への移乗 (いじょう)に体力 (たいりょく)と時間 (じかん)を要しました (よう　　　　　　　)。他 (ほか)の病院 (びょういん)でも同じ (おな　)様 (よう)な問題 (もんだい)があり、声 (こえ)をあげる事 (こと)も空しく (むな　　　)なる時 (とき)がありますが、あらゆる事 (こと)に関して (かん　　　)これからもあきらめず声 (こえ)を上げ続けなければ (あ　つづ　　　　　　)ならないと思って (おも　　　)います。



[image: ]■ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)　107号 (ごう)掲載 (けいさい)図解 (ずかい)の（お詫び (　わ　)）　
前回 (ぜんかい)掲載 (けいさい)しました応援団 (おうえんだん)の図解 (ずかい)に過ち (あやま　)がありました。
正しく (ただ　　)はこちらになります。

ゆめ風 (かぜ)ネットとは
ゆめ基金 (ききん)の正会員 (せいかいいん)となり、総会 (そうかい)に出席 (しゅっせき)
いただくことができます（年 (ねん)会費 (かいひ)2000円 (えん)）。
被災 (ひさい)障害者 (しょうがいしゃ)救援 (きゅうえん)活動 (かつどう)をとしています。
[bookmark: _GoBack]自然 (しぜん)災害 (さいがい)が時 (とき)は、の被災 (ひさい)情報 (じょうほう)等 (とう)をお寄せ (　よ　)いただき、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)から支援 (しえん)のご協力 (きょうりょく)をお願い (　ねが　)することもあります。

応援団 (おうえんだん)とは
災害 (さいがい)時 (じ)にゆめ風 (かぜ)ネットの活動 (かつどう)に対して (たい　　)情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)などのご協力 (　きょうりょく)いただきます。


■カンパを頂いた (いただ　　　)団体 (だんたい)　2024/03-2024/06
能登 (のと)半島 (はんとう)地震発災後 (じしんはっさいご)から、たくさんのや団体 (だんたい)の方々 (かたがた)よりご寄付 (　きふ)いただいております。心 (こころ)より感謝 (かんしゃ)いたします。

1/13 桑 (くわ)の（仙台市 (せんだいし)）
1/15 日本ふう (にほん　　　)せんバレーボール協会 (きょうかい)大阪 (おおさか)支部 (しぶ)（八尾市 (やおし)）
1/17 共生 (きょうせい)シンフォニー（大津市 (おおつし)）
1/18 黒川 (くろかわ)こころの（黒川郡 (くろかわぐん)）
2/6 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター（三田市 (さんだし)）
2/18 黒川 (くろかわ)こころの（黒川郡 (くろかわぐん)）
3/1 あんとふる（）
3/1 サポートセンターわかくさ（）
3/4 ソーシャルアクション・パートナーシップ（京 (きょう)田辺市 (たなべし)）
3/4 楽風 (らふ)（さいたま）
3/4 ピープルファースト（札幌市 (さっぽろし)）
3/5 鈴木 (すずき)レディスホスピタル（）
3/6 坂町 (さかまち)心身 (しんしん)障害児者 (しょうがいじしゃ)ゆずりはの（安芸郡 (あきぐん)）  
3/6 葉山 (はやま)健康 (けんこう)研究会 (けんきゅうかい)（三浦郡 (みうらぐん)）
3/6 障害者 (しょうがいしゃ)のを支 (ささ)えるサポートネットワーク（豊中市 (とよなかし)）
3/7 福祉 (ふくし)のまちづくりの（田村市 (たむらし)）
3/10 ゆずりは（吹田市 (すいたし)）
3/12 ガチャバンともに会 (かい)（世田谷区 (せたがやく)）
3/12ここの（和泉市 (いずみし)）
3/12 ハートフルの会 (かい)（大東市 (だいとうし)）
3/14 ABC研究所 (けんきゅうしょ)（北九州市 (きたきゅうしゅうし)）
3/15 八木 (やぎ)一男 (かずお)福祉会 (ふくしかい)（宇陀市 (うだし)）
3/15 イーハートーブ（さいたま）
3/15 京都 (きょうと)ダウン症児 (　　　　　　しょうじ)を親 (おや)の会 (かい)トライアングル（京都市 (きょうとし)）
3/18  黒川 (くろかわ)こころの（黒川郡 (くろかわぐん)）
3/18  ゆっこ福祉会 (ふくしかい)（上田市 (うえだし)）
3/18 諫早 (いさはや)手話 (しゅわ)サークル（諫早市 (いさはやし)）
3/19 JDS日本 (にほん)ダウン症 (　　　　　　しょう)協会 (きょうかい)奈良 (なら)北支部 (きたしぶ)バンビーナの会 (かい)（奈良市 (ならし)）
3/19 上福岡 (かみふくおか)障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)センター21（ふじみ）
3/19 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター (　)立川 (たちかわ)（立川市 (たちかわし)）
3/21 みたかかど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）
3/25 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター (　　　　)松山 (まつやま)（松山市 (まつやまし)）
3/25 一七市 (いちなないち)実行 (じっこう)委員会 (いいんかい)（神戸市 (こうべし)）
3/26 ピアサポートみえ（）
3/26 CILBeすけっと（神戸市 (こうべし)）
3/26 知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)を普通 (ふつう)高校 (こうこう)へ北河内 (きたかわち)連絡会 (れんらくかい)（枚方市 (ひらかたし)）
3/26 日本 (にほん)ダウン症 (　　　　しょう)協会 (きょうかい)（豊島区 (としまく)）
3/27 CILひこうせん（行田市 (ぎょうだし)）
3/27 パーソナルサポートひらかた（枚方市 (ひらかたし)）
3/27 地域 (ちいき)生活 (せいかつ)きたのセンターぱお（札幌市 (さっぽろし)）
3/29 発達 (はったつ)障害 (しょうがい)サポートセンター（大阪市 (おおさかし)）
3/29 かまくら福祉 (ふくし)・教育 (きょういく)ネット（鎌倉市 (かまくらし)）
4/1 兵庫 (ひょうご)虹 (にじ)の会 (かい)（宝塚市 (たからづかし)）
4/3 クッキープロジェクト（さいたま市 (し)）
4/4 あんとふる（小松市 (こまつし)）
4/5 障害者 (しょうがいしゃ)活動 (かつどう)センターあゆみ（安芸郡 (あきぐん)）
4/8 アルビーノ村 (むら)お客 (　きゃく)様 (さま)と共 (とも)に能登 (のと)応援 (おうえん)（さいたま市 (し)）
4/9 ひびき（白山市 (はくさんし)）
4/10 耕 (こう)治 (じ)（北九州市 (きたきゅうしゅうし)）
4/15 生活 (せいかつ)支援 (しえん)研究会 (けんきゅうかい)（神戸市 (こうべし)）
4/15 ステップワン（伊勢市 (いせし)）
4/16 白 (はく)陵 (りょう)高等 (こうとう)学校 (がっこう)（高砂市 (たかさごし)）
4/16 八木 (やぎ)一男 (かずお)福祉会 (ふくしかい)（宇陀市 (うだし)）
4/18 黒川 (くろかわ)こころの応援団 (おうえんだん)（黒川郡 (くろかわぐん)）
4/19 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター・いこらー（岸和田市 (きしわだし)）
4/22 吹田障 (すいたしょう)がい者協 (しゃきょう)議会 (ぎかい)（吹田市 (すいたし)）
4/23 みたか街 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）
4/25 箕面市 (みのおし)人権協 (じんけんきょう)東日本 (ひがしにほん)義援 (ぎえん)活動 (かつどう)（箕面市 (みのおし)）
4/25 ぶったぁ福祉会 (ふくしかい)（淡路市 (あわじし)）
4/25 CILくにたち援助 (えんじょ)為 (ため)センター（国立市 (くにたちし)）
4/26 草 (くさ)の実会 (みかい)（札幌市 (さっぽろし)）
4/26 いちごの会 (かい)（大阪市 (おおさかし)）
4/27 大フォーラム (だい　　　　　　)実行 (じっこう)委員会 (いいんかい)（杉並区 (すぎなみく)）
4/30 障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)センター21（ふじみ野市 (のし)）
4/30 草 (くさ)の実会 (みかい)利用者 (りようしゃ)家族 (かぞく)職員 (しょくいん)一同 (いちどう)　札幌 (さっぽろ)陽風会 (ようふうかい)利用者 (りようしゃ)・家族 (かぞく)・職員 (しょくいん)一同 (いちどう)（札幌市 (さっぽろし)）
4/30 大阪 (おおさか)ボランティア協会 (きょうかい)　（大阪市 (おおさかし)）
5/8 鯛ヶ崎 (たいがざき)公園 (こうえん)プレイパーク（横浜市 (よこはまし)）
5/9 立教女 (りっきょうじょ)学院 (がくいん)キリスト教 (きょう)センター（杉並区 (すぎなみく)）
5/15 スマイルウオーキング倶楽部 (くらぶ)（千代田区 (ちよだく)）
5/16 八木 (やぎ)一男 (かずお)福祉会 (ふくしかい)（宇陀市 (うだし)）
5/18 ひなたぼっこ（鶴岡市 (つるおかし)）
5/18 黒川 (くろかわ)こころの応援団 (おうえんだん)（黒川郡 (くろかわぐん)）
5/20 ふくてっく（大阪市 (おおさかし)）
5/20 みたか街 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）
5/20 吹田障 (すいたしょう)がい者協 (しゃきょう)議会 (ぎかい)（吹田市 (すいたし)）
5/21 浜松 (はままつ)協働学舎 (きょうどうがくしゃ)を支える (ささ　　)会 (かい)（浜松市 (はままつし)）
5/21 FDM Tokyo（港区 (みなとく)）
5/22 FDM Tokyo（港区 (みなとく)）
5/22 あじゃ保育 (ほいく)園 (えん)　がじまる保育 (ほいく)園 (えん)　あじゃこども園 (えん)（那覇市 (なはし)）
5/24 国際 (こくさい)障害者 (しょうがいしゃ)年 (ねん)を機 (き)に「障害 (しょうがい)」者 (しゃ)の自立 (じりつ)と完全 (かんぜん)参加 (さんか)をめざす豊中 (とよなか)市民 (しみん)会議 (かいぎ)（豊中市 (とよなかし)）
5/30 田辺 (たなべ)三菱 (みつびし)製薬 (せいやく)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)（大阪市 (おおさかし)）
6/3 吉田町手 (よしだちょうて)をつなぐ育成会 (いくせいかい)（宇和島市 (うわじまし)）
6/3 災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)安心 (あんしん)ネットワーク高松 (たかまつ)（高松市 (たかまつし)）
6/3 国境 (こっきょう)なきタコ焼き団 (や　だん)（名古屋市 (なごやし)）
6/3 ここの家 (いえ)（和泉市 (いずみし)）
6/3 西淡路 (にしあわじ)希望 (きぼう)の家 (いえ)家族会 (かぞくかい)（大阪市 (おおさかし)）
6/4 日本 (にほん)脳性 (のうせい)マヒ者 (　　しゃ)協会 (きょうかい)全国 (ぜんこく)青い (あお　)芝 (しば)の会 (かい)（東広島市 (ひがしひろしまし)）
6/10 プラスwe（箕面市 (みのおし)）
6/11 さんりく・こすもす（大船渡市 (おおふなとし)）
6/12 チャレンジド（知多郡 (ちたぐん)）
6/13 高槻手 (たかつきて)をつなぐ親 (おや)の会 (かい)（高槻市 (たかつきし)）
6/14 すくすく会 (かい)（福井市 (ふくいし)）
6/17 ビーポップ（さいたま市 (し))
6/17 ひまわり洋装店 (ようそうてん)（豊中市 (とよなかし)）
6/17 ひらの亀 (かめ)戸 (と)ひまわり診療所 (しんりょうしょ)（大阪市 (おおさかし)）
6/18 デフサポートおおさか（大阪市 (おおさかし)）
6/19 およりラボ（高松市 (たかまつし)）
6/21 ABC研究所 (けんきゅうしょ)（北九州市 (きたきゅうしゅうし)）
6/22 坪井令夫 (つぼいのりお)商店 (しょうてん)（名古屋市 (なごやし)）
6/24 かたつむり（大船渡市 (おおふなとし)）
6/24 八木 (やぎ)一男 (かずお)福祉会 (ふくしかい)（宇陀市 (うだし)）
6/26 自立 (じりつ)支援 (しえん)センターぽぽろ（大阪市 (おおさかし)）
6/26 みたか町 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）
6/27 楽風 (らふ)（さいたま市 (し)）
6/27 冬 (ふゆ)のチェンバロの会 (かい)（芝辻 (しばつじ)町 (ちょう)）


■事務局 (じむきょく)の動 (うご)き2024/4～6
2024年 (ねん)4月 (がつ)から6月 (がつ)の動き (うご　)を一部 (いちぶ)ご紹介 (　しょうかい)します。
毎週 (まいしゅう)月曜日 (げつようび)：事務局 (じむきょく)会議 (かいぎ)　毎週 (まいしゅう)金曜日 (きんようび)：新HP (しん　　　)打合せ (うちあわせ)　1/9より毎週 (まいしゅう)火曜日 (かようび)に能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)支援 (しえん)会議 (かいぎ)

4月 (がつ)１日 (　にち)　おおさか災害 (さいがい)ネットワーク（以下 (いか)OSN）定例会 (ていれいかい)
4月 (がつ)10日 (か)　大阪 (おおさか)救援 (きゅうえん)本部 (ほんぶ)会議 (かいぎ)
4月 (がつ)13日 (にち)　能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)街頭 (がいとう)カンパ
4月 (がつ)18日 (にち)　此花区 (このはなく)介護 (かいご)保険 (ほけん)部会 (ぶかい)講演 (こうえん)
4月 (がつ)22日 (にち)　CILだんない講演 (こうえん)
4月 (がつ)24日 (か)　理事会 (りじかい)
5月 (がつ)1日 (にち)　OSN能登 (のと)半島 (はんとう)連携 (れんけい)会議 (かいぎ)
5月 (がつ)7日 (か)　ゆめごよみ107号 (ごう)編集員会 (へんしゅういんかい)
5月 (がつ)9日 (か)　大阪 (おおさか)救援 (きゅうえん)本部 (ほんぶ)会議 (かいぎ)
5月 (がつ)18日 (にち)　日本 (にほん)障害者 (しょうがいしゃ)フォーラム能登 (のと)支援 (しえん)拠点 (きょてん)開所式 (かいしょしき)
5月 (がつ)29 (　)日 (にち)　CILいわき講演 (こうえん)
5月 (がつ)30・31日 (　　　　にち)　防犯 (ぼうはん)防災展 (ぼうさいてん)参加 (さんか)
6月 (がつ)2日 (か)　明治 (めいじ)国際 (こくさい)医療 (いりょう)大学 (だいがく)講演 (こうえん)
6月 (がつ)3日 (か)　理事会 (りじかい)、OSN能登 (のと)半島 (はんとう)連携 (れんけい)会議 (かいぎ)
6月 (がつ)5日 (か)　OSN災害 (さいがい)連携 (れんけい)会議 (かいぎ)
6月 (がつ)5・6日 (　か)　ゆめごよみ107号 (ごう)発送 (はっそう)作業 (さぎょう)
6月 (がつ)7日 (か)　大阪 (おおさか)工業 (こうぎょう)大学 (だいがく)講演 (こうえん)
6月 (がつ)8～11日 (にち)　能登 (のと)訪問 (ほうもん)
6月 (がつ)15～18日 (にち)　能登 (のと)訪問 (ほうもん)
6月 (がつ)13 (　　)日 (にち)　ガザ (　　)支援 (しえん)報告会 (ほうこくかい)
6月 (がつ)18 (　　)日 (にち)　自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)輪島市 (わじまし)連絡会 (れんらくかい)参加 (さんか)
6月 (がつ)22日 (にち)　奈良県 (ならけん)網膜 (もうまく)色素 (しきそ)変性症 (へんせいしょう)協会 (きょうかい)講演 (こうえん)
6月 (がつ)23 (　　)日 (にち)　京都 (きょうと)ダウン症 (　　　　　　しょう)協会 (きょうかい)講演 (こうえん)
6月 (がつ)24～26日 (にち)　能登 (のと)訪問 (ほうもん)


会計 (かいけい)報告 (ほうこく)　別紙 (べっし)


そよ風 (かぜ)、つむじ風 (かぜ)、六甲 (ろっこう)おろし/ (・)各地 (かくち)からの風だよ (かぜ　　　)り/2024.4-2024.6
▼いつも気 (き)にかけています応援 (おうえん)しています（十和田市 (とわだし)）
▼能登 (のと)の震災 (しんさい)にお使い (　つか　)下さい (くだ　　　)（京都市 (きょうとし)）
▼万博 (ばんぱく)いらない！ 能登 (のと)の復旧 (ふっきゅう)を！ （大阪市 (おおさかし)）
▼台湾 (たいわん)への寄付 (きふ)（さいたま市 (し)）
▼災害 (さいがい)は他人事 (たにんごと)ではなく。少し (すこ　)ですが有効 (ゆうこう)に使 (つか)っていただけるところに（広島市 (ひろしまし)）
▼障害者 (しょうがいしゃ)の防災 (ぼうさい)、避難 (ひなん)を考える (かんが　　　)市民 (しみん)の会 (かい)の有志 (ゆうし)が集まった (あつ　　　　)お金 (　かね)です。役 (やく)立てて (だ　　)下さい（宇部市 (うべし)）
▼利用者 (りようしゃ)の安全 (あんぜん)生活 (せいかつ)の維持 (いじ)・増進 (ぞうしん)がすすみますように（高槻市 (たかつきし)）
▼少し (すこ　)ずつですが能登 (のと)の応援 (おうえん)の為 (ため)続けます (つづ　　　　)（倉敷市 (くらしきし)）
▼２月 (がつ)にコロナで寝込み (ねこ　)、精神科 (せいしんか)の薬 (くすり)が切れた (き　　)ところ、全く (まった　)何 (なに)も食べ (た　)られなくなりました。自分 (じぶん)も災害 (さいがい)弱者 (じゃくしゃ)かもしれないと初めて (はじ　　)思いました (おも　　　　　　)（大阪市 (おおさかし)）
▼誕生 (たんじょう)日 (び)なので、プレゼントをもらうだけでした、私 (わたし)から何 (なに)か役立つ (やくだ　)ことができればとささやかですが寄付 (きふ)いたします（豊島区 (としまく)）
▼能登 (のと)震災 (しんさい)の被災地 (ひさいち)の皆様 (みなさま)の為 (ため)にバザーとコンサートを開いて (ひら　　)募った (つの　　)募金 (ぼきん)です（藤枝市 (ふじえだし)）
▼無事 (ぶじ)に誕生 (たんじょう)月 (づき)を迎える (むか　　　)ことができました。その感謝 (かんしゃ)をこめて（高知市 (こうちし)）
▼寄付 (きふ)金 (きん)が大災害 (だいさいがい)時 (じ)に皆さん (みな　　)の助け (たす　)になっている事 (こと)を№106たよりで知れ (し　)、改めて (あらた　　　)寄付 (きふ)を続けたい (つづ　　　　)と思いました (おも　　　　　)。山田 (やまだ)太一 (たいち)さん影響力 (えいきょうりょく)のある方 (かた)でしたね。さみしいです（大阪市 (おおさかし)）
▼天候 (てんこう)不順 (ふじゅん)で体調 (たいちょう)の維持 (いじ)に苦労 (くろう)します。皆様 (みなさま)もどうかご自愛 (　じあい)くださいませ（船橋市 (ふなばしし)）
▼災害 (さいがい)が続きます (つづ　　　　　)。少額 (しょうがく)ですが（富士見市 (ふじみし)）
▼ゆめ風 (かぜ)ネット加賀 (かが)で集まった (あつ　　　　)寄付 (きふ)です。よろしくお願い (　ねが　)します（金沢市 (かなざわし)）
▼基金 (ききん)の助け (たす　)になれば幸い (さいわ　　)です（蒲生郡 (がもうぐん)）
▼能登 (のと)とパレスチナの被災 (ひさい)障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)にわずかですがカンパします（大阪市 (おおさかし)）
▼機関誌 (きかんし)、参考 (さんこう)になります。少し (すこ　)ですがお役立て (　やくだ　　)ください（沼津市 (ぬまづし)）
▼災害 (さいがい)がある度 (たび)に皆様 (みなさま)の大変さ (たいへん　)を思い (おも　)、胸 (むね)が痛みます (いた　　　　)（あきる野市 (　　　のし)）
▼能登 (のと)へ復興 (ふっこう)が全く (まった　)といっていい程 (ほど)すすんでいません（宇治市 (うじし)）
▼ガザの障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)（名古屋市 (なごやし)）
▼それでも地球 (ちきゅう)は青い (あお　)はず（枚方市 (ひらかたし)）
▼能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)に対し (たい　)心 (こころ)ばかりですが寄付 (きふ)をさせていただきます。宜しく (よろ　　　)お願い (　ねが　)いたします（吹田市 (すいたし)）
▼心 (こころ)に痛い (いた　)毎日 (まいにち)、なんとか光 (ひかり)が差す (さ　)ようになって欲しい (ほ　　)（小牧市 (こまきし)）
▼お金 (かね)は導 (どう)具 (ぐ)です！ 少し (すこ　)ですが、使って (つか　　)下 (くだ)さい必要 (ひつよう)なところへ届け (とど　)～！！（日野市 (ひのし)）
▼世界中 (せかいじゅう)でキナ臭い (　　　くさ　)動き (うご　)があります。今 (いま)こそ平和 (へいわ)を（長岡市 (ながおかし)）
▼能登 (のと)を棄てる (す　　)な！ 戦争 (せんそう)反対 (はんたい)！（大阪市 (おおさかし)）
▼本来 (ほんらい)はもっと政府 (せいふ)がなすべき事 (こと)です。わずかですが精一杯 (せいいっぱい)です（池田市 (いけだし)）
▼各地 (かくち)からの風だより (かぜ　　　　)皆 (みな)同じ (おな　)思い (おも　)… (・・・)と読ませて (よ　　)頂 (いただ)いております。お役立て (やくだ　)下さい (くだ　　)（亀岡市 (かめおかし)）
▼能登 (のと)の被災 (ひさい)された復興 (ふっこう)支援 (しえん)よりも外国 (がいこく)への援助 (えんじょ)を優先 (ゆうせん)する現政権 (げんせいけん)に理解 (りかい)できません（静岡市 (しずおかし)）
▼93才貧者 (ひんじゃ)の一 (いっ)灯 (とう)です。皆様 (みなさま)頑張って (がんば　　　)下さい (くだ　　　)（福岡市 (ふくおかし)）
▼ゆめごよみ風 (かぜ)だより№107をよみ、誰 (だれ)もがもつ人 (ひと)を思う (おも　)心 (こころ)の尊さ (とう　　)を知り (し　)大変 (たいへん)勇気付けられます (ゆうきづ　　　　　　　　)（横浜市 (よこはまし)）
▼小さい (ちい　　　)ことしかできませんが、ガザの障害者 (しょうがいしゃ)の皆さん (みな　　　)に心 (こころ)寄せ (よ　)ています、と伝えて (つた　　)どうか無事 (ぶじ)に生き抜いて (い　ぬ　　)下さいます (くだ　　　　　　)よう（大阪市 (おおさかし)）


■編集 (へんしゅう)後記 (こうき)　
▼元 (もと)ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)事務 (じむ)局員 (きょくいん)の長崎 (ながさき)圭子 (けいこ)さんが4月 (がつ)15 (　　)日 (にち)に急逝 (きゅうせい)されました（享年 (きょうねん)61）。NHKラジオ番組 (ばんぐみ)「共 (とも)に生き (い　)る」キャスターを11年間 (ねんかん)経験 (けいけん)された後 (あと)、ゆめ風 (かぜ)当事者 (とうじしゃ)スタッフとして（講演 (こうえん)、司会 (しかい)をはじめ）幅広く (はばひろ　)活躍 (かつやく)なさいました。心 (こころ)よりご冥福 (　めいふく)をお祈り (　いの　)いたします。▼天災 (てんさい)や人災 (じんさい)によって苦しむ (くる　　)人 (ひと)は世界 (せかい)で後 (あと)を絶た (た　)ず、パレスチナのガザ地区 (ちく)でも戦争 (せんそう)が続き苦しんで (つづ　くる　　　　)いる人 (ひと)たちがいます。ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)では今年 (ことし)３月 (　がつ)と７月 (　がつ)にガザ地区 (ちく)の障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)のためにピースウィンズジャパンを通じて (つう　　)救援 (きゅうえん)金 (きん)をお届け (　とど　)しました。支援 (しえん)報告会 (ほうこくかい)の様子 (ようす)をYouTubeでご覧 (らん)いただけます。ゆめ風 (かぜ)ホームページのトップページ中 (なか)ほどの活動 (かつどう)日誌 (にっし)をご覧 (　　らん)ください。
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